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そこで、企業RDFデータを品種や系統などの単位で柔軟にアクセス制御できるように、グラフ単位の制御を導入したRDFストアと
ウェブツールの間で認証の連携を行えるようにした。（次ページに例示）

さらにはSIPスマートバイオからの各種データの受け取りとカタログ整備を進め、関連する様々なオープン＆クローズドデータの間の
密接な連携に貢献していきたいと考えている。
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1情報・システム研究機構データサイエンス共同利用基盤施設ライフサイエンス統合データベースセンター（DBCLS） 、2株式会社日立製作所

我々は戦略的イノベーション創造プログラム「スマートバイオ
産業・農業基盤技術」（SIPスマートバイオ）において、バイオ
RDF（Resource Description Framework）データの民間利
用を促進するために様々な取り組みを進めてきた。

RDF利用システムのアクセス制御の検討はその一つで、民
間データをオープンデータと柔軟に組み合わせて解析できる
ようにすることで、企業間データ連携を促進できる可能性が
ある。
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これまで我々は物質生産や
育種などの検討を支援する
目的で酵素反応RDFを中心
としたウェブツールを開発してき
たが、これに上記のアクセス制
御の仕組みを適用し、微生
物データを例にユーザが閲覧
権限を持つ情報がオープンな
情報と併せて表示されるよう
改変を進めている。

ログイン後

クローズドデータが追加される
（※図は実際と異なります）


